
（別記第２号様式 道民意見提出手続の意見募集結果） 

 

北海道酪農・肉用牛生産近代化計画（素案）及び北海道家畜改良増殖計画（素案） 

についての意見募集結果 

            

 令和３年(2021 年)６月 11 日 

 

北海道酪農・肉用牛生産近代化計画（素案）及び北海道家畜改良増殖計画（素案）について、

道民意見提出手続により、道民の皆様からご意見を募集したところ、 １名、３団体、１市町

村から延べ 17 件のご意見が寄せられました。 

   ご意見の要旨及びご意見に対する道の考え方については、次のとおりです。 
 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

経営者に求める能力とＧＡＰの関係をど

のように理解するか難しい文章となってお

り、例えば、「ＧＡＰなどの取組みを通じて」

は誰が取り組んでいるのか読み取れない。行

政が主語なのか経営者が主語なのか不明で、

それにより意味合いが大きく変わる。 

また、ＧＡＰに関し「食品安全や家畜衛生

に加え労働安全」についての活動を取り上げ

ているが、経営者にとって、ＧＡＰにある「Ａ

Ｗ、環境保全、人権福祉」も視野に入れるこ

とが、優れた管理者に必要なことと思われ

る。 

（空知管内） 

ご意見を踏まえ、経営者に求めるものとし

て、 

 ・生産技術 

 ・財務管理 

 ・ＧＡＰの考え方に基づく取組 

 等と修正します。 

 

 

 

 

 

 

 Ａ 

ＧＡＰもＨＡＣＣＰも副次的に生産性向

上に結び付くことは概説されているが、工程

管理の明確化、内部・外部コミュニケーショ

ン、検証などによりＰＤＣＡを回すことで持

続的改善を図ることが主目的と考えられ、Ｇ

ＡＰやＨＡＣＣＰとの取り組み事例から見

ると、それによる安定的な生産に結び付く事

は多いが、「生産性の向上」には直結せず、

それを目的の据えることには違和感がある。 

（空知管内） 

経営能力の向上の一助として、ＧＡＰや農

場ＨＡＣＣＰの手法を取り入れることを推進

するものでありますが、ご指摘のとおり、こ

れらの手法は生産性の向上に直結するもので

はないことから、誤解を招くことがないよう

当該記述を修正します。 

一方、乳用牛におけるベストパフォーマン

スの発揮において、GAP や農場 HACCP の手法

を取り入れることで、（生涯）生産性の向上

を推進するとしており、間接的に有効なもの

と考えています。 

 Ａ 



意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

ＧＡＰやＨＡＣＣＰのシステムは「食の安

全」、「消費者の信頼」という表題に最もふ

さわしい方法論であるが、ＧＡＰやＨＡＣＣ

Ｐが生産履歴の記帳・保管の手段とされてい

るように読めるが、ＧＡＰやＨＡＣＣＰを矮

小化した誤解を招きかねない記述と思われ

るため、別項を立ててこれらの推進を明らか

にすることが必要ではないか。 

（空知管内） 

ご意見を踏まえ、ＧＡＰやＨＡＣＣＰの取

組が矮小化されるような誤解を招く表現とな

らないよう修正します。 

 

 

 

 

 

 Ａ 

生乳生産量 440 万トン/年を目標にするに

当たっては、需給調整の確立、消費者への安

全・安心のためのポジティブリスト制度の順

守、ＧＡＰやＨＡＣＣＰの考え方の取り入れ

た労働生産性の向上などが必要。 

（釧路管内） 

需給調整に当たっては、関係機関・団体に

おける不断の緊密な連携構築を促進するとと

もに、ポジティブリスト制度の遵守等により、

広域流通で必要とされる生乳の品質向上を確

保し、安全・安心で高品質な牛乳乳製品を製

造することなどにより、消費者の信頼や新た

な需要の確保を図ってまいります。 

 Ｂ 

ＧＡＰや農場ＨＡＣＣＰは農場の運営や

生産工程の管理全般に関わる活動、あるいは

システムであり、ベストパフォーマンスを実

現したり「供用期間の延長、受胎率向上・・」

等の個別技術の普及のための方法論として

列挙することは適当でないのではないか。 

（空知管内） 

御指摘のとおり、ＧＡＰや農業ＨＡＣＣＰ

は、個別技術の普及には直結しないと考えて

いますが、乳牛のベストパフォーマンスの発

揮には間接的に有効なものと考えています。 

 

 

 Ｂ 

放牧に当たって牧道整備など高額な経費

がかかるため、放牧推進に対しての対策が必

要。 

（釧路管内） 

放牧の推進に当たっては、牧柵や牧道とい

った整備が必要となることから、現在、国営

事業や道営事業、強い農業づくり交付金にお

いて、これらの整備を支援しています。また、

このほかエコ酪事業などでも放牧の取組を支

援しており、今後ともこれらの事業の活用を

推進してまいります。 

 Ｃ 

現存する畜舎を更に 30 年維持できるよう

な補助事業や業者の確保が必要。 

（釧路管内） 

道としても、家族経営をはじめとする中小

規模の畜産農家の存続は重要と考えており、

今後とも畜産クラスター事業や酪楽ＧＯ事

業、ＡＬＩＣ事業等を活用し、営農が継続で

きる環境整備を推進してまいります。 

 Ｂ 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

和牛生産拡大の最も適地は根釧地区であ

り、バルク港の活用、輸出とのセットとなっ

た食肉処理施設が必要。 

（釧路管内） 

バルク港など地域のインフラを活用しなが

ら、和牛の生産拡大に取り組むとともに、食

肉処理施設における高度な衛生管理の導入や

流通の合理化などを通じて、引き続き、輸出

の拡大を推進してまいります。 

 Ｃ 

肉用牛の一貫経営は、ブランド力が低いこ

となどから、生産者が魅力を感じていない中

での移行は難しく、安定した販売価格を実現

するための出口対策が必要。 

（十勝管内） 

道としても、今後の和牛振興に当たり、北

海道和牛ブランドの確立は重要な課題である

と考えており、令和３年度から関係機関・団

体と連携し北海道和牛統一ブランドの創出に

向けた取組を開始します。また、この取組に

より、北海道産和牛の知名度向上とロットの

確保を図ることで、他県の主要なブランド和

牛との競争において優位に立つとともに、販

売価格を安定させることで、和牛の生産を一

貫経営に移行しやすい環境づくりを推進しま

す。 

 Ｃ 

大規模経営向けの畜産クラスター事業だ

けでなく、規模の小さい牛舎施設を建築する

際に、北海道独自の補助事業を検討するべき

ではないか。 

（十勝管内） 

道としても、家族経営をはじめとする中小

規模の畜産農家の存続は重要と考えており、

今後とも畜産クラスター事業や酪楽ＧＯ事

業、ＡＬＩＣ事業等を活用し、営農が継続で

きる環境整備を推進してまいります。 

 Ｃ 

海外悪性伝染病の侵入が憂慮される状況

において、従前の踏襲を越えて、メリハリの

ある近代にふさわしい方針を示すことが望

まれる。 

また、飼養衛生管理基準の遵守を担保する

ためにＨＡＣＣＰの推進を掲げて国の方針

とも整合させる必要があるのではないか。 

（空知管内） 

ＨＡＣＣＰの推進は、法規制の対象となる

飼養衛生管理基準の遵守とは趣旨が異なるこ

とから本項には明記していないが、結果的に

家畜衛生レベルの向上に寄与するものと考え

ています。 

 

 

 Ｃ 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

牛乳乳製品のブランド力向上に向けて、各

種登録、認証制度の中に、国際性のある認証

なので輸出の推進に関わる「安全」の担保と

しても重要であるＨＡＣＣＰ認証、ＧＡＰ認

証を加えてはどうか。 

（日高町） 

ＧＡＰやＨＡＣＣＰについては、その考え

方に基づく飼養管理や経営管理に活用すべき

ものとして推進するものであり、認証を取得

するかどうかについては、生産者が自らの経

営を鑑み、判断すべきものであると考えてい

ます。 

需要拡大に当たっては、まずは、機能性や

地域性といった製品独自の特徴を活かしなが

ら、北海道という大きな傘の中で、ブランド

力の強化を推進してまいります。 

 Ｄ 

営農類型にある酪農経営方式で、「農業所

得」及び「主たる従事者１人当たり所得」が

前計画と比較し約３倍近くになっている理

由を教えて欲しい。（計算方法の変更であれ

ば、変更点等）。 

（根室管内） 

「農業所得」及び「主たる従事者１人当た

り所得」が増加した要因は、近年の乳価と個

体販売価格の上昇等を反映させたこと、また、

法人経営については、前計画では農業所得に、

構成員の家族に関する報酬・給与等を含めて

いなかったところですが、本計画では含める

ことにしたことが主な要因です。 

 Ｆ 

家畜の個体情報について、個体耳標にもＩ

Ｃチップを埋め込むなど、ＩＣＴを駆使して

情報を有効に活用できる仕組みを構築し、個

体耳標のデータを一括管理し、飼養管理、繁

殖管理などの効率化を図る必要。 

（全道） 

道内では、北海道酪農検定検査協会が牛群

検定ウェブシステムの構築など、データを有

効活用するための仕組みの構築に努めていま

す。 

また、国では生産関連情報を一元的に集約

する全国データベースの構築及びデータベー

スに基づき高度で、かつ総合的な畜産経営の

改善に向けたアドバイスを提供するための体

制の構築等に支援を行っています。 

道としても、乳牛のベストパフォーマンス

の発揮には、牛群検定を基本とした飼養管理

データの有効活用が重要と考えており、関係

機関・団体と連携しながら、データをより有

効に活用できる取組を推進します。 

 Ｂ 



 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

後代検定の協力農家がどんどん減ってい

く中で、ゲノム技術の活用だけでなく、乳用

牛、肉用牛ともに種雄牛を確保していくスキ

ルを考える必要。 

（釧路管内） 

生産者や検定組合等が中心となり、引き続

き、後代検定事業を促進するとともに、ＮＴ

Ｐ（総合指数）に基づき総合的に遺伝的能力

が高い国産種雄牛の利用を推進します。 

なお、道としては、牛群検定高度化推進事

業により、各乳検組合への補助金の配分に当

たり、後代検定への協力度合いに応じた配分

を指導しており、引き続き後代検定の推進を

図ってまいる。 

また、種雄牛の確保については、現状では

改良団体が中心となって行っているところで

あり、今回、いただいた御意見については、

今後の施策の参考にさせていただきます。 

 Ｃ 

乳用種は輸入精液の使用が増える中、早く

国産種牛の確保のために手を打つべき。 

（釧路管内） 

輸入精液の中には、国産種雄牛の能力を下

回る精液の利用も見受けられることから、正

確な情報を生産者に伝えることが重要と考え

ています。 

また、国産種雄牛の利用拡大については、

引き続き関係機関・団体と検討を進めてまい

ります。 

 Ｃ 

ＮＺからの種畜を定期的に確保していた

だきたい。 

（釧路管内） 

放牧酪農向けの種畜の確保に関する御意見

と認識しております。 

 放牧酪農は、高度な技術の習得が必要で

ある一方、本道の強みである自給飼料基盤を

フル活用できる取組であります。飼料生産や

給与、家畜排せつ物処理等において省力的で

低コストな飼養管理が可能であることから、

今後より一層の放牧技術の普及を推進する必

要があると考えており、今回いただいた御意

見は、今後の施策の参考にさせていただきま

す。 

なお、ＮＺからの牛精液は、平成 18 年３月

に両国間の家畜衛生条件が整い、輸入するこ

とが可能となっていることから、個々の経営

判断によりＮＺからの輸入精液を活用するこ

とは可能となっています。 

 Ｃ 

 



 

  ※「意見に対する道の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

 Ａ 意見を受けて案を修正したもの 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 

Ｆ その他 
 
   

 

問い合わせ先 

 農政部生産振興局畜産振興課 

 電話０１１－２３１－４１１１ 

（内線２７－７６３）  


